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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
輻射パネル通常運転時における、外気温が比較的高く室内温熱環境が不利な14:00の断面温度分布図。
室温がむらなく一定であり、26.2℃と夏季としては快適な温度になっている。
外気温が輻射パネルを境に急激に低下しているため、室内温度が外気に影響されにくいと言える。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上下温度差はほとんどの時間で1.5℃以下であり、十分に小さいと言える。
住宅性能、放射による蓄熱性能も高いため、夏期で外気温度が33℃を超えている状態でも、放射冷房をOFFして１時間半近く快適性を維持できている。
またブラインドを上げた状態でも室温の変化は小さく、開放性が高い状態においても快適性が持続することが分かった。
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